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濟
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濟
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義
に
躭
て
山
本
助
敎
授
に
質
す
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錄

禅
び
經
濟
政
策
の
窩
遜
じ
就
て3

：

本
助i

l
l

赏
す

し
"

氏
に
祉
會
政
策
を
以
て
斯
.る
意
義
に
解
す
る
時 

は
"
上
例
の
一
た
る
勞
働
者
問
題
の
解
決
策
の
如
き
は 

a

ft
l

R

^
括
せ
ら
れ
ざ
る
も
の
少
な
か
ら
ざ
る
ベ
し
ビ 

爲
し
"

『

藍
し
，現
今
の
所
謂
勞
働
者
問
«
を
以
て
取
に 

貨
鈒
問
題
の
み
の
如
く
に
考
ふ
る
者
ぁ
&

ば"

そ
は
皮 

相
の
見
解
に
し
て
"

赁
銀
の
如
何
に
拘
は
ら
す
、
國
民 

の
健
康
及
び
體
質
保
全
の
必
要
上
"

勞
働
時
間
に

1

定 

.

の
制
限
を
附
せ
ん̂

す
る
が
如
き
こ
ど
は
現
に
«1

:
會
政 

策
上
の
重
大
問
題
な
b

o

然
か
も
斯
る
蜇
大
問
题
も
氏 

の
所
謂
社
會
政
策
の
怠
義
に
從
へ
ば
"
全
く
之
れ
を
除 

外
せ
ざ
る
を
得
ず』

V
J

論
す
る
も
•

舉
Ji

に
ょ
れ
ば
氏 

の
說
明
こ
そ
、
却
つ
て
皮
相
の
見
解
な
云
は
ざ
る 

ベ
か
ら
ず
0

何̂

な
れ
ば
、
»

人
が
社
會
政
策
の
«
耍 

な
る

1

竿
段
ど
し
て
勞
働
陴
間
の
短
縮
を
生
張
す
る
は 

m

R

國
民
0

健
康
及
び
體
質
の
保
全
を
嘴〗

の
目
的
ど 

す
る̂

ぁ
ら
す
し
て

ノ
勞
働
時
間
の
短
縮
が
勞
働
效
程 

0

增
進
を促

し
： -
:
:

其
結
果̂

稭
極
的
消
極
的
に
},企
業 

漭
の
所
得
を
增
加
し
て
:;

>

勞
«

:»

の
所
# :

即
ち
贊
«

の

0

$
 

丸
四 

上
騰
を
期
し
得
&

る
べ
き
が
爲
め
の
み
o

而
し
て
11

:
食 

政
策
の
主
服̂

す
る
所
は
前
潘
に
ぁ
&

す
し
て
、
寧
ろ 

後
者
に
存
す
る
な
6

0

是
を
以
て
假
令
勞
§

間

の

短
,•
 

縮
が
衛
生
上
奈
何
R

&

好
な
る
效
果
.

を
齎
す
‘ビ
す
る 

I

も

、
其

方

策

，
の

*

行
が
吾
人
の
豫
期
に
反
し
て
、
利_

竝
に
賃
銀
の
低
落
を
*

起
す
る
が
如
ぎ
こ
V

J

J>
&
ん 

か
、
斯
る
提
案
は
結
局
學
者
机
上
の
空
論
に
北
«

6

て 

_

恐
ら
く
其
實
行
は
極
め
て
困
雛
な
ら
む
0

此
事
は
必
す 

.

し
も
實
例
を
遠
&

R

求
む
る
を
要
せ
す
、
現
に
我
國
に 

於
て
、
企
業
教
M

R

勞
働
漭
が
較
も
す
れ
ば
ゝ
勞
働
時 

間
の
短
縮
に
反
對
す
る
は
ヽ
，彼
等
が
叙
上
の
眞
理
を
了 

\

解
す
る
能
は
ざ
る
に
因
る
か
"
又
假
令
了
解
す
る
も
成 

障
寄
の
爲
~

め
に
勞
働
時
間
の
短
縮
が
利
潤
の
增
進
^
な 

&

ず
、
又
賃
銀
の
上
騰̂
:

も
な
6

ざ
る
が
故
な
-C
N̂

す
0

是
に
由
々
て
之
を
觀
る
も
^
勞
働
時
間
の
短
縮
は 

'決
し
て
、
賃
銀v

j

無
_

係
な
る
も
の
^

は
5>
&
ざ
る
な

但
じ
右
0-

如.
く
論
中
る
も
、
予
は
勞
働
潸
問
@
を
以
て

贷
銀
問
題
に
限
れ$

ご
思
帷
す
る
も
の

^
*

も
ざ
る
 ̂

e

は
'
::

^

吳
れ
，吳
れ
も
鑛
潘
の
了
察
を
乞
は

W

る
べ
か
& 

す
？
例

へば
所
謂
住
居
問'®
の
如
き
も
，
今
日
の
重
要 

^

る
勞
働
乾
問
題
の‘」

稲
な
ぅ
ビ
雖
h

而
か
も
賃
饊 

問
題
^

は
わ
ら
す
し
て
、
實
に
家
赁
問
題
た6 {

此
事 

は
法
學
志
林
第
十
六
卷
窮
十
ヽ
十
一
ー
號
及
第
十
七
卷
第 

ニ
號.
所
载
拙
稿「

住
居
問
題
に
對
す
る
都
市
政
策'

j  

U

 

於
て
静
論
し
賸
き
た6

)

0
若
し
も
氏
の
筆
鋒
の
如
く
、

，

家
賃
の
如
何
に
拘
は
ら
す
、
國
民
の
健
康
及
び
體
質
保 

全
の
必
要
上
、
勞
働
潜
住
居
の
設
備
を
改
良
せ
んV
J

論 

f'

る
者
わ
ら
ば
"

斯
る
提
案
は
實
行
の
價
値
な
き一

種 

0

無
寶
任
な
る
放
言
に
終
る
の
外
な
か
6

む
o

想
ふ
に 

勞
働
時
間
の
短
，縮
€

賃
銀
€

の
關
係
は
、
勞
働
遨
住
居 

の
改̂

ビ
家
賞
ビ
の
關
係
に
#

縣
れ
'

る
も
の̂

云
ふ
.ベ 

き
な
&
。

六
、.
予
が
經
濟
政
策
の
遂
行
に
.
必
要
な
る
强
制
權
を 

以
て
、
國
法
學
著
の
所
謂
統
治
權
の1

作
用
な
$
ビ
說 

明
せ
ル
に
氏
は
經
濟
政
策
土
の
强
制
權
は
之
を
斯
<

 

の
如
く
狹_

に
解
す
る
の
必
要
な
じ̂

論
わ
"

某
.1

例 

£

て
、
各
個
人
が
紐
合
を
«

織
し
て
.
■規
約
を
造
ぅ

第

九

簕

(

六
九.|

>
,

雜

畠

.

之
を
遵
守
せ
む
こ̂

を
誓
ふ
ミ
き
は
、
爾
後
谷
人
は
該 

規
約
に
よ
$

て
拘
束
を
享
衫
”
龃
合
は
父
淇
规
約
を
强 

制
す
る
の
權
能
を
有
す
る̂

至
る
毛
の
に
し
て
，
其
他 

勞
働
組
合
の
組
合
員
に
對
す
る
：關
係
も
亦
之
ヒ
其
揆
を 

1

に
す
ど
述
べ
&.

る

>
も
、
a

に•
前
論
に
於
.て
予
の
詳

一
說
'-
L

た
る
が
如
く
、
經
濟
政
策
は
各
個
人
の
意
志̂

反. 

し
て
其
經
濟
的
活
勸
を
*

肘
し
、
或
は
之
を
助
長
し
て 

國
说
經
濟
の
健
全
な
る
發
達
を
圖
ら
む
ビ
す
る
の
方
策 

な
隨
つ
て
其
目
的
の
遂
行
に
必
要
な
る
强
制
灌
は 

各
個
人
の
深
思
'に
よ
り
て
生
じ
た
る
私
人
颇
體
の
權
カ 

.

ど
同

1

な
る
む
の
に.
は
わ
ら̂

。
固
よ
6

多
數
人
が
協 

同
し
て
或
剛
體
を
紐
織
す
る̂

き
は
、
其
結
合
の
强
13. 

奈
何
に
拘
は
ら
t '
、
願
體
の
目
的
を
迤
す
る
の
必
要
上 

各
人
の
行
動
を
拘
IK

す
る
こ
ど
奠
&

に
わ
&
ざ
る
は
論 

を
俟
た
す
"

然
れ
ぞ̂
P

W

る
場
合
の
拘
束
力
は
各
人
の 

\

意
思
に
よ
6

そ
生
♦

じ
，
亦
其
意
思
の
箱
圍
內
に
於
て
其 

效
カ
を
有
す
る
も
の
に
し
で
，
決
し
て
各
人
0.

意
思̂
 

反
し
て
•

之
を
强
制
し
得
る
も
の
に
は
P

ら
すo

即
ち 

若
し
各
^
が
此
拘
束
力
に
服
從
す
る
を
欲
せ
ざ
る
き 

は
、.
自
已
の.
意
思
に
よ̂

N

て
任
意
.'に
其
幽
體
を
脫
退
す 

る
を
得
べ
き̂

^

No,
,

之
に
反
し
て
統
治
權
の
作
用
た
る
‘

第
六
號 

i

禅
び
經
濟
政
液
の
湓
翁L

i

就
て
山
本
助
敎
授
じ
贸
す
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强
制
權
は
各
人
の
意
思
に
基
き
で
生
じ
た
る
も
の
に
わ 

隨
つ
て
其
意
思
に.
反
し
て
之
を
拘
束
す
る
の
權 

力
を
^
す
る
も
の
に
し
で
 
>

抓
者
^

大
に
其
性
質
を
與 

R

せ
i
o
 :
3
れ
ば
秘
人
關
體
の
宿
す
る
權
カ
は
寧
ろ
命 

令
權
S

稱
す
る
の
穩
當
に
し
て
、
之
を
强
制
權
ど

認

{/ 

る
は
班
鶴
の
見
解
に
は6

ら
ざ
る
な-
^
0
從
つ
て
强
制 

權
を
有
せ
ざ
る
秘
人
圓
體
の
權
力
は
、
到
底
經
濟
政
策 

上
の
權
カ
ど
な
る
を
得
ざ
る
や
勿
論
な6
0 

七
，
以
上
述
べ
た
る
所
に
ょ
ぅ
て
、前
號
に
於
け
る
山 

本
氏
の
答
辯
に
對
す
る
疑
問
を
盡
し
た
る
が
、

®

1

言 

す
べ
き
は
、
予
の
前.
論
に
於
て
、
氏
が
何
故
に.
祕
人
團 

體
^

個
人
^

の
間
に
差
別
を
設
け*

後
遨
を
排
し
て
前 

激
の
み
を
經
濟
政
策
の
主
體
ビ
な
し
れ
る
や
に
關
し
て 

哲
問
を
發
し
た
る
に
？
此
間
題
に
對
し
て
は
今
囘
の
答 

婦

中|

t

も
論
及
せ
ら
る 
> 
听
な
しo

然
れ
ど
も
氏
は 

前
述
の
如
く
#

人
が
組
合
規
約
を
作
&

、
之
に
由
6

て 

杯;*
せ
ら
る
ベ
き
こ
ビ
を
約
す
る
時
は
、
北
姐
合
の
- ^

•
^

カ
は
當
然
經
濟
政
策
上
の
强
制
權
^
な
シ
得
べ
し
ど 

主
張
す
る
を
以
て"

斯
ぐ
の
細
<

む
ば
、
佩
人
も
砟
蹩 

濟
政
策
の
主
任
ど
な&

得
ざ
る
の
理
ぁ
る
べ
か
ら
ずO

 

何
ビ
な
れ
ば
.

1

人
の
企
業
者V

J

多
數
の
勞
働
蓉
S

が
所

第

六

號

.
九

大

謂
勞
働
協
約
を
締
結
し
、
勢
働
#

:

g

企
業
镡
の
命
令
を 

遵
守
せ
ん
こ
e

を
誓
ふ
ビ
き
は.、

：

爾
後
企
業
#

の
命
/a

 

は

勞

働

者

を

强

制

す

る

の

.權

能

を

有

ず

る

_

に

至

る

こ€ 

組
合
の
規
約̂

毫
I

異
る
听
な
か
る
べ
け
れ
;3
:

な
&

0
 

要
す
る
に
氏
の
歲
論
を
一.
賞
す
る
€

き
は
、
19

人
^ .
'
も 

\

經
濟
政
策
の
主
體
€

な
す
に
6

&

ず
ん
ば
ゝ
論
1

の̂
 

底
を
得
ざ
る
に
至
る
.

べ
し
o

\

之
を
喪
す
る
に
上
來
檄
々
せ
る
が
.

如
く
、
今
囘
山
^

氏 

I

の

與
へ
ら
れ̂

る

答
辯
に
對
し
て
は
、♦
予
は
未
だ
以
て 

媳
に
推

服

す

る

こ
S

能

は

ざ

る

な
6

0

本
認
縮
輯
主
任 

高
城
仙
次
郞
氏
の
言
£

由
れ
ば『

由
來
我
國
に
於
ぐ
論 

帮
を
事
S

す
る
者
の
大
多
數
は
敵
手
の
議
論
が
正
鵠
を 

得
た
る
も

の

な

る
^

否
S

を_

は

中

、

全

部

之

を

：&

定 

す

る

の
僻
ゎ
办』

(

國
段
經
濟
雜
誌
第
十
六
卷
第
三
號
听 

揭
)

ミ
云
ふ
0

予
は
元
來
論
爭
の

爲

め

に

、

論
哦
を
好 

\
む
者
に
ぁ
ら
ず
、
又
猥
6

に
新
奇
を
銜
ひ
て
敵
手
の
議 

論
を
窗
目
的
に
否
定
し
、
去

る

&

の

に

も

あ

ら

ざ

る

な 

h

'o

然
る
に.
も

拘
は
ら
ず
*

山

本
氏
の
所
說
R

對
し
て 

徹
頭
徹
尾
.

、:
之
：^

反
對
せ
ざ
る
5f
v
:

得
ざ
る
は
、
予
の
*

•

だ
逍
慽
に
堪
へ
ざ
る
所
な
り
ビ
す
。

0.
'

へ

，'
'.

v
(

(

大
JE
四
年
五
月
五
日
稿)

禅
，

6

經
濟
政
狻
の
湓
璲
| :
躭
て
山
本
助
馼
扠
U
JC
す

高

野

岩

三

郞

著『

統

計

學

硏

究

J

伙

化

p

 

¥ 

K月
大
倉
齡
店
發
行

 

ン 

鄉
版
ナ

1-
!
五
十
六
迓
忠
傾
命
ニ
圆
五
十
錢 

一

本
得
は
裘
帝
國
大
战
法
科
大
羅
に
於
て
統
S

の
離
座
を
擔
任
f
 

る
、
高
肺
博
士
が
過
去
十
数
尔
問
| :

於

て『

國
家
學
會
雜
認

』

、

『

法
學

協

識

K

、『

货
郤
逮
會
雜
認』

、
3

代
經
濟
雜
認』

、『

統
計_

u

f

紙
上
に_

せ
ら
れ
交
論
文
二
十.
四
篇
歲
錄
i

f

も
の 

众
リ
。
仙
ニ
十g

l
l
i
s

文
中
ニ
沒
靜
S

倥
關
1

も
の
に

し
て
、
五
篇
は
i

の
方
法
を
論
じ
、
殘
餘
の
十
七
篇
は
人
口
の
1
 

及
诹
腺
他
に
經
濟
現
象
等
に
關
す
る
統
針
的
研
究
な
リ
と
す
。
而
し

X
一
 

M
最
後
の
統
；

研
究
巾
外
國
の
挪
惝
に
關
す
芯 
一一H'-
の
騎
文
^
ぬ
き
一 

他
は
皆

着

漪
自
身
が
我
國
の
狀
態
|-
躭
旮
て
闕
み
ら
れ
し
研
究
な
リ
9 

\ 

益
究
間
艇
の
轰
る
も
の
は
結
婚
、
出
生
、
死
亡
*
出
t

s

と 

-
の
關
係
、
國
民
所
得
等
I

と
す
。.
此
等
の
.獨
创
的
研
姥
は
本
傲
の
屯 

m
u
し
て
、
截
辨
の
最
も
意
^
用
ひ
ら
れ
し
も
0
な
^;,
55
>'如
し
0

■
浮

本

H

岔

於

5

石

i

f
 W

證

S

州
ひ
を

ダ
、
^
翁
の
一
人
1
1し
て
、
典
綺
緻
綿
密
.̂

る
調
逾
針
资
#
1̂
糨
健
‘

.
鲂

九

怨

(

六
九n

l)

批

評

と

招

介
.

•平
な
石
戳
は
本
齊
に
腿
若
る
馨
の
研
究
に
遺
憾
な
く
驟
せ
ら 

れ

り

。
§
れ
ば
本
#,

は
単
|-
本
郎
人
ロ0

狀
態
に
就
吾
て̂

疏
^

る. 

知
識
4<
».
提

供

し

大

^

|

^

^

啓

發

.̂
名
所
あ.
る.
の
，：み
^

ら
デ
、
社

歆
.̂ . 

態
0

科

學

的

研'统.
| ;
關..
ず
る
1
好
典
範
4*
示

し

謂#
1
11
大
刺
戟
と
餓 

多
^
益
な
る
暗
示
と
^
與
ふ
る
も
の
なり
と
_
ふ
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